
第２号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 
第 ２ 次 整 備 提 案 書 

※ 記入上の注意 

 ●２号様式はページを増やさず、必ず３ページ以内でまとめてください。 

 ●２号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

 

１ 整備提案の概要について 

整備提案名 

 

   

 町の防災拠点づくり 

提案グループ名 

 

 

 松ヶ丘自治会 

整備場所の所在地 
（町名又は丁目まで記入） 

 

神奈川区松ヶ丘12番地の6 

施設整備の概要 ・平成14年3月に住民有志の活動の中で松ヶ丘公園ができ、さらに防災用井戸も設

けました。・続いて平成24年2月には、紆余曲折がありましたが念願の自治会館を

寄付と自己資金と市からの補助金でオープンすることができました。 

・そこで、まちの防災機能を高めるために、次のような施設を整備するこ

とになりました。 

① 自治会館を改修し防災備蓄用倉庫をつくる。(まち普請事業) 

<階段上>  倉庫面積 2.31㎡ 、 

床面から天井まで1900㎜の空間を倉庫として活用します。 

<天井裏> 倉庫面積 6.37㎡ 天井裏を倉庫として活用します。 
(倉庫には、非常食、寝具類、かめっ子用ﾏｯﾄ・紙ｵﾑﾂ、ｶｰﾍﾟｯﾄ等を収納。)  

② 情報板とまちなか案内板を設置する。(自主事業) 

<情報板> 自治会館の玄関脇に1カ所<まちなか案内板> 町内に4カ所 

整備助成金申請 

予定額 

 

          90万円 

設計及び整備の 

スケジュール 

平成25年8月  設計事務所に設計と設計見積の依頼 

平成26年4月  施工業者を選定し、26年度の定時総会に提案する。 

平成26年5月  施工業者と契約書を交わす。 

平成26年6月  工事開始 (工事期間 約1ｶ月弱)、6月末頃完成予定 

２ 創意工夫について 

計画について、特

に工夫した点を記

入してください。 
（住民等が持つ発

想、方法などを生か

したアイデアやユニ

ークさ及びデザイン

への配慮） 

・災害に強いまちづくりへの取り組みとして ①要援護者が町に何名住んで

いるかのｱﾝｹｰﾄ調査を行い 2ｶ年で83名を登録 ②平成25年度の防災訓練を

「総参加防災訓練」と位置づけ、万一の場合 体の弱い方々(赤ちゃん含

む)を立ち上げて支援できる体制づくりの訓練を開始しました。 
・「松ヶ丘すくすくかめっ子」（親子のたまり場）は若いお母さん達から好評を得て

おり、運営スタッフには老人会の有志も参加。また、近隣神社の祭礼や子ども会の

夏の行事なども、高齢者と若い世帯との交流の要として自治会館が重要な役割を果

たしています。 ・世代を超えた人間関係の構築と継続が必須と考え、情報発信源

として、会館玄関脇に情報板の設置を計画。これは、災害時は住民の避難場

所の状況や家族の現況等の発信できる広報に活用の予定です。 
・真新しい自治会館の場所を表示して活用を促し、誰にでも安全で分かりやすい街

をつくるため「まちなか案内板」の設置を計画しています。 

・これらは「まち普請事業」とは別に独自に整備することで、まちづくりの効果の

向上を図ります。 



整備における地域

での費用や労力の

負担について、特

に工夫した点を記

入してください。 
※ 詳細について

は、「想定整備費

用内訳書（第３号

様式）」に記入し

てください。 

・会員で出来るところは会員で実施することにより、工事費の節減に努め

ます。（設計事務所積算） 

① 工事中の清掃や完成後のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ等(65,400円の節減)は、会員で実施す

ることとしました。  

② 棚の設置も会員の特技を活かし、大勢の人の手で作ることとしました。

③設計監理については、会員の一級建築士が工事中の監理に当たることと

しました。 

④毎月回覧される定例理事会の中で、当事業への取り組み状況を会員各自

に逐次報告し、協力を要請しています。 

整備した施設の維

持管理・運営注５）

計画及びその実施

方法などについ

て、特に工夫した

点を記入してくだ

さい。 
注５）施設を活用した

まちづくりイベント等

を含む。 

維持管理は会員の特技を活かし、清掃や備蓄品の確認等も行っていきま

す。  

① 当設備の充実は、地域防災拠点の運営委員会の活動に影響を及ぼすこと

は必至で、防災拠点備蓄品の内容、当会館との緊急時の連絡方法や連携

の仕方などについては様々な状況を想定し、みんなで相談して実施する

ことを確認。この度は図上訓練も実施しました。 

② 災害時には、町内にいた場合の中高生の活躍には期待が寄せられてお

り、そのためには普段から中高生が町内行事に自主的に参加する下地作

りの場として自治会館の活用を計画しています。 

 

３ 実現性について 

地域（地権者、整

備場所の近隣住

民、地域住民、自

治会町内会等）で

の合意形成や関係

機関との調整結果

の概要について記

入してください。 

・平成25年6月開催の理事会で「まち普請事業」において「町の防災拠点づ

くり」として災害に強い町づくりを行うため、会館の一部を改修し倉庫を

造ることについて提案し、承認を得て実行委員会を立ち上げました。 

・10月12日の理事・評議員会議、11月21日松ヶ丘すくすくかめっ子、11月

上旬の全会員を対象としたｱﾝｹｰﾄの実施により、当事業への自治会の取り組

みを会員へ周知することと、会員からの協力体制の機運づくりに注力しま

した。  

・ｱﾝｹｰﾄの結果、会員からの要望や提案事項は「まち普請事業」であるまち

づくりに反映させて行きます。 

・会館の改修の設計に当たっては、横浜市建築局建築審査課に相談の結

果、現状の建築確認書の範囲内であり可能であるとの確認を得ています。 

 

４ 公共性について 

地域のどのような

課題やニーズに基

づいて整備計画が

作成されたのか、

また整備した施設

が地域にどのくら

い貢献するか記入

してください。 
※ 第１次整備提案

書よりも具体的に

記入してくださ

い。 

町の世帯数約1,200世帯中自治会に加入世帯数は870世帯です。会員の戸建

て506世帯中要援護者が83名でこの実状を考えた時に、みんなで見守る必要

を痛感し計画を作成。25年度の「総参加防災訓練」は要援護者の安否確認

の実施を重点とした訓練を実施。その際重要となるのが「町の防災拠点づ

くり」であり、これが発災時町内に大きく貢献するものと考えました。

また、発災時には若い世代の参加なくしては円滑な活動は難しく、ここに

平時からの世代間交流の必要性を考えました。 

そこで、この活動を契機に会員の出入りの多くなる会館に町内文庫の復

活などの新たな動きを促し、これによりこのような交流が、近隣町内にも

広がるものと考えています。 

まずは自分達の町内の整備を進め、ひいては「横浜市震災対策条例」で

要援護者情報が自治会に通知されることを踏まえ、連合町内会にも働きか

け大きな力の結集を図って行きたいと考えています 

 



 

５ 費用対効果について 

整備コスト縮減に

ついて、特に工夫

した点を記入して

ください。 
（材料の調達方法や

施行業者への発注方

法など） 

※ 整備に要する費

用や労力の負担に

つ い て は 、「 ２ 

創意工夫につい

て」に記入してく

ださい。 

・経費も設計見積では、通常10%のところ自治会のまちづくりを評価、その

結果8%に引下げていただきました。（設計事務所の積算）  

・設計見積から削除した工事費は(監理料含む)186,800円の節減を図りまし

た。 

・「情報板」・「まちなか案内サイン板」は自主財源で設置することとしまし

た。 

 

６ 地域まちづくりへの発展性について 

整備をきっかけと

して、地域コミュ

ニティが広がる又

は深まる可能性、

及び地域のまちづ

くり活動が活発化

する可能性につい

て記入してくださ

い。 

自治会館2階で毎月第3木曜日開催の松ヶ丘すくすくかめっ子は、松ヶ丘は

もとより他の町内からも参加があり、また、スタッフの中に老人会の会員

もいることから①他の町内との交流 ②世代間交流 の場として子育て世代

へ大きな役割を果たしています。このすくすくかめっ子で使用しているﾏｯﾄ

等の保管場所が1階のため不便しています。収納できる倉庫が整備されるこ

とは若いお母さん達の自治会への関心を高め、災害時には大きな役割を果

たすものと考えています。 

「総参加防災訓練」は要援護者の安否確認と見守り活動及び、神奈川消防

署の指導のもと防災学習することを重点としました。 

これを「町の防災拠点づくり」と連動させることで、住民の意識はおつき

あい参加型からより自主積極的な参加型に変わって行き、恒常的な自助共

助を促すものとなると考えています。 

この活動を通して「みんなで支え合って暮らすまち」が生まれていくもの

と考えています。 

７ 特にＰＲしたい点について 

提案について特に

ＰＲしたい点があ

れば、記入してく

ださい。 

高齢化社会となり、町の人口2,541人中65歳以上が478名(20%)となってまい

りました。65歳以上の方は殆ど戸建てに住んでいる方です。これにより戸

建てに高齢化が進んでいることか裏付けられました。一方、マンションや

社宅には若い世代が子育てに奮闘しています。働く女性の増加で世代間交

流が希薄になりつつありますが、話し相手を求める高齢者、乳幼児を抱え

た若いお母さん方の子育て支援を求める声も大きくなってきています。 

自治会では平成25年度の「総参加防災訓練」を、全世帯を対象とした世代

間の交流の場としたいと考えてきました。そして自治会館を「町の防災拠

点づくり」と位置づけ「災害に強いまちづくり」をめざして活動を始めま

した。然しそれは結果的に、防災のみならず連帯と交流に強い松ヶ丘づく

りとして、万一地震が発生した場合は、町全体の力を結集して高齢者から

小さな子どもまでの支援が出来る体制づくりを目指すことだったのです。

今回の取り組みが、松ヶ丘全体の共助の精神力を育むキッカケとなるもの

と強く信じています 

 記載内容について次の点を確認後、チェックボックスに✔を入れてください。 

✔ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

✔ 記載内容に個人情報は含まれていません。 



 

第３号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 
想 定 整 備 費 用 内 訳 書 

※ 記入上の注意 

 ●「主な整備項目」「細目」欄の記入にあたっては、事務局と事前に十分調整してください。 

 ●「数量」欄については、やむを得ない場合を除き、「一式」と記入しないでください。 

 ●「地域住民等の参加」欄については、例えば地域が労力を負担する場合は、何人くらいが

何日間くらい作業を行うかなど、できるかぎり具体的に記入してください。（見込みも含

めて記入してください。）また、小中学校や子供会などが参加する場合は、その旨を明記

してください。 

 

 

主な整備項目 

 

細    目 

 

数 量 

 

単  価 

 

計 

地域住民等の参加

（費用又は労力の

負担等） 

階段上及び天

井利用の倉庫 

(1)仮設工事 一式  90,000 完成の残材処分、

掃除は会員で行う

 

 

(2)木工費 一式  430,660 棚は完成後、会員

の手で完成させる

 

 

(3)木製建具 一式  94,840  

 

 

(4)内装工事 一式  62,800  

 

 

(5)電気工事  一式  80,560  

 

 

(6) 設 備 備 品 

工事 

一式  31,500  

 

 

(7)設計監理料  一式       0 監理は会員の手で

行う 

 

 

(8)諸経費 一式  69,550 諸経費も縮減に努

めた。 

 小 計   859,910  

 

 

 消費税   68,792 8%で算出する。 

 

 

倉庫工事費合計   928,702  

 

 

    

費用に対する

収入の予定 

 

(1) ﾖ ｺ ﾊ ﾏ ま ち 

普請事業 
  900,000  

 

 

(2)自治会負担   28,702  

 

 

 収 入 計   928,702  













会館天井裏　倉庫 会館　階段上倉庫
会館の北側から撮影したものて゜す。

 



　　　　　　　　松ヶ丘自治会　「まち普請事業」活動状況報告

月　　日 時　　間 出席者 会議名 会　議　内　容

①　活動助成金について　②2次コンテストの要領について

③倉庫の設計について　④コーディネーターの選任について

8月28日 13時～ 3名参加 まち普請 24年度グループの経験説明会に参加

※　防災と集会所の活用について

①　集会所とは　②松ヶ丘自治会の活動履歴について

③案内さいん板について

①　倉庫の設計見積について　②案内サイン板について

添付資料　ウコギについて　　10月6日の懇談会資料について

①　倉庫の設計見積について　②案内サイン板について

③ウコギについて　　④その他

①　総参加防災訓練について

②　まち普請事業について　説明・アンケートの実施

①　「物」と「人」のキットの配置について

②　提案書(素案)について　③チラシについて

①提案書(案)について　②「物」と「人」のキットの配置について

③　プレゼン用資料作成の日程について

①会館　2階倉庫　天井裏倉庫の模型づくり

②災害時に2階に何名収容できるかのキットづくり

①　提案書最終(案)について　

②　プレゼンテーション資料資料づくりの進め方について

12月8日 10時～ まち普請予定　プレゼンテーション資料づくり

12月18日 10時～ まち普請予定　プレゼンテーション資料づくり

1月17日 10時～ 審査委員の現地視察

1月19 10時～ まち普請予定　プレゼンテーション資料づくり

2月2日 第2次プレゼンテーション

9月8日 10時～ 12名 まち普請

松ヶ丘自治会の活動履歴の作成について指示があった。
橋本先生(ｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)の第1
回打合せ

8月20日 10時～ 5名

7月31日 10時～ 10名 まち普請

8月3日 18時～ 33名 理事会

まち普請

10月5日 10時～ 13名 まち普請

11月27日 10時～ 9名 まち普請

11月22日 9時30分 8名 模型づくり

第2次コンテストに向けて、会員有志の増員について協議

11月13日 10時～ 15名 まち普請

理事・評議
員委員・役

員
10月12日 10時～ 55名

10月30日 10時～ 9名 まち普請

9月25日 10時～ 9名



会館2階ホールの災害時の活用法 会館1和室・洋室の災害時の活用法
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